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冬に流行する「胃腸カゼ」～ウイルス性胃腸炎の症状は嘔吐・下痢

ウイルス性胃腸炎の王様「ノロウイルス」

冬場の感染症
― 嘔吐や下痢の症状が出たら ―

いわゆる「カゼ」の主な症状は咳や鼻水ですが、それらは原因となるウイルスが呼吸器に感染するために起こります。

一方、ウイルス性胃腸炎では、原因ウイルスが胃や腸などの消化管に感染するため、嘔吐や下痢が症状として現れます。

「胃腸カゼ」と呼ばれることもあるのは、このためです。ウイルスは人から人に感染伝播しやすいので、多数の子どもが

同じ時期に嘔吐や下痢をきたすことがあります。

ウイルス性胃腸炎に限定した集計はありませんが、国の感染症発生動向調査ではウイルスや細菌など感染性微生物に

よる「感染性胃腸炎」は、全国約3,000箇所の小児科の病院と診療所から定期的に報告されています。感染性胃腸炎は

感染症法の「五類感染症」に分類される疾患で、国立感染症研究所のホームページに最近10年間の週ごとの報告患者

数が掲載されています。毎年、インフルエンザが流行するより前に、晩秋から初冬にかけて患者数は急増します。この

感染性胃腸炎の流行時に、原因微生物として最も多くを占めるのが「ノロウイルス」とされます。

川崎医科大学 小児科 教授　中野 貴司

児童が集まる場の感染症対策の情報をお届けします

各種病原微生物に対する免疫がまだ十分に備わっておらず、集団生活する機会の多い子ども

たちの間では、1年間を通じていろんな感染症が流行します。これから寒い冬をむかえますが、

この時期によくみられる感染症は「ウイルス性胃腸炎」です。今回は、「ウイルス性胃腸炎」に

ついて解説します。

感染症胃腸炎

出典：感染症発生動向調査　過去10年間との比較グラフ　感染性胃腸炎（国立感染症研究所）
https://www.niid.go.jp/niid/ja/10/2096-weeklygraph/1647-04gastro.html
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日常からの手洗い励行を！

ノロウイルス胃腸炎
ノロウイルスは、患者の糞便や嘔吐物の中に含まれています。また、症状が無くてもウイルスに感染し排泄している人

（不顕性感染者）が一部います。そして、ノロウイルスは手指や食品などを介して、口から感染（経口感染）します。感染

してから発症するまでの時間（潜伏期間）は24～48時間で、嘔吐、下痢、腹痛などをきたします。通常は症状が1～2日

間続いた後、後遺症なく回復しますが、体力の弱い乳幼児や高齢者は脱水症状になりやすく、高齢者では嘔吐物による

窒息や誤嚥性肺炎を起こすことがあります。ノロウイルスに対するワクチンはまだ無いので、感染しないように注意

することが唯一の予防法です。

ノロウイルス等検出状況（国立感染症研究所）　https://www.niid.go.jp/niid/ja/iasr-noro.html

子どもたち、そして周囲の大人も、日常生活から「手洗い」を励行することがノロウイルス胃腸炎の予防にきわめて有効

です。手洗いを習慣づけるタイミングとして、外出からの帰宅時、食事前、トイレの後などはもちろんのこと、ドアノブや

スイッチ類、電車のつり革など人がよく触れるものに触った後も、手洗いが奨励されます。多数の人が触る部位には、

誰かの手指からそこに病原微生物が付着し、別の人が触れて手指に付着し、それが口から入って感染の伝播が起こり

ます。また、子どもや病弱者と接する前も、手洗いは効果的と考えます。そして手洗いは、手のひら、手の甲、手首から

指の間、爪の間も含めて、丁寧に擦り洗いをして、流水で十分に流します。水気を拭き取るのは、使い捨てのペーパー

タオルや清潔な手拭きを用いましょう。

編集チームの
つぶやき

ノロウイルスの予防対策
ノロウイルス胃腸炎を予防するために、加熱が必要な食品は中心部までしっかり加熱すること、調理器具は清潔にして

扱うこと、感染が疑われる者は食品の取り扱いや調理に従事しないことなどが大切ですが、それだけでは十分ではあり

ません。ノロウイルスに感染した人の糞便や嘔吐物には大量のウイルスが含まれています。症状の無い不顕性感染者

も居ますから、感染の拡大を防ぐためには、日頃から心がける予防行動の習慣付けが重要です。排泄されたウイルスは、

多くの場合手指を介して他人に伝播するので、手洗いによってその感染経路を遮断することができます。「手洗い」は、

手指に付着しているノロウイルスを減らす最も有効な方法であり、ノロウイルス胃腸炎の最善の予防策です。

ノロウイルスに関するQ&A（厚生労働省）
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/kanren/yobou/040204-1.html

寒い時期になるとノロウイルスに加え、インフルエンザも気を付けたいところ。今季は9月から全国各地でインフルエンザに
よる学級閉鎖が始まり、異例の速さで拡がりをみせています。流行時は「洗って・ふいて・消毒」衛生的手洗いを推奨します！

広範囲のウイルスに効く！しかも！
アルコールなのに手に優しい

速乾性手指消毒剤

ウィル・ステラＶウィル・ステラＶ
Ｈ

（ 指定医薬部外品 ）

手洗いが苦手な児童も
泡でスミズミまで！

手洗い用石けん液

シャボネットP-5P-5

（ 医薬部外品 ）


